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２ ０ ２ ０ 年 ９ 月 １ ５ 日
よりWEB上にてアーカイブ展示

本展示の画像その他文面などの無断転載また無断使用はお断りいたします。
ご利用になりたい場合は、⽴教⼤学江⼾川乱歩記念⼤衆文化研究センター
までご連絡下さい。（特に表記のない資料は、⼤衆文化研究センター所蔵
品）
本展覧会に際して、⽴教⼤学図書館、野村胡堂・あらえびす記念館の各
機関、平井憲太郎氏、影山亮氏にご協力いただきました。心より御礼申し
上げます。
執筆担当 影山亮（さいたま文学館学芸員）、丹羽みさと（センター助教
責任編集）
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捕物作家クラブの発足は昭和24（1949）年7月7日の七夕である。

江戸時代の古典にも造詣が深かった乱歩は、探偵小説が海外作品のみを

源泉とするのではなく、『大岡政談』などの比事物にも影響を受けていると

考えていた。

昭和22(1947)年6月に結成された探偵作家クラブに、捕物作家たちも

当然参加するものだとして話を進めていたが、「変格探偵小説」として捕物

小説を軽視していた反対派の意見を退けることができなかった。

そこで乱歩は捕物作家クラブの創立を思い立ち、横溝正史らと共に発起人

として奔走した。当時、捕物作家として確固たる地位を築いていた野村胡堂

が会長となり、山手樹一郎や海音寺潮五郎、村上元三、吉川英治らが賛同

した。会員の特徴としては、挿絵画家など作家以外の関係者も含まれている

ことにあるが、これは創立の経緯が所以である。

胡堂が自虐的に、｢低俗な大衆小説の下位に置かれた捕物小説｣（野村胡堂

「捕物帖談義」『探偵作家クラブ会報』昭和23〈1948〉年12月）と語ったこのジャンルは、

乱歩の理解によって注目され、日本特有の探偵小説という地位を獲得して

いった。 2



捕物作家クラブ会報 捕物作家クラブ会員
住所録

クラブ会員の動向や活動報告などが記載さ

れたもの。

昭和26年～昭和31年 捕物作家クラブ

（立教大学図書館蔵）

クラブ会員の住所録。表紙には会長野村胡

堂、副会長土師清二、城昌幸、清水三重三

の名前が見える。

昭和30年 捕物作家クラブ

（立教大学図書館蔵）
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捕物作家クラブ会員の中でも1番の売れっ子は、「桃太郎侍」の原作者

山手樹一郎である。

長谷川伸の門下生だった山手は、明朗闊達な「桃太郎侍」（『岡山合同新聞』

昭和14〈1939〉年11月2日より連載）で文壇から注目されていたが、大衆は真面目

で重厚な歴史小説を求めており、不遇な時代を送っていた。その状況が

一変するのは敗戦後のことである。

占領下、チャンバラシーンが禁じられたため、時代小説や時代劇映画は

停滞した。しかし、剣劇のないストーリーを得意としていた山手は生き延び、

「夢介千両みやげ」（『読物と講談』昭和23〈1948〉年2月より連載）で一気に世間に

知られることになった。さらに同年、奉行所に就任する以前の遊び人の金さ

んがチャンバラなしに江戸の怪事件を解決するという「遠山の金さん」

シリーズもはじまり、人気を博した。

戦後の時代小説を牽引した山手は、昭和39（1964）年「日本作家クラブ」

（捕物作家クラブを改称）の会長に就任し、後進の育成に尽力した。

参照：影山亮「占領下における明朗時代小説の躍進―Ｂ六判雑誌『読物と講談』と山手樹一郎

『夢介千両みやげ』―」『立教日本文学』令和２（２０２０）年１月
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『大衆文芸』７巻４号

終戦後初となる巻号。チャンバラシーンの

ない山手樹一郎の「ざんぎり」と共に、

村上元三「捕物蕎麦」を収録している。

昭和20年10月 新小説社（個人蔵）
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『読物の泉』２巻５号

｢捕物競べ｣と題した特集号で、山手樹一郎

「水戸光圀」初出。ほとんどの作品に

〝捕物〟の角書きがあることに注目。

昭和23年10月 東亜出版社（個人蔵）
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『講談の泉』第１集

山手樹一郎なりの捕物帳は「遠山の金さん

シリーズ」。その１作「金さん刺青櫻」の

初出雑誌。

昭和23年11月 矢貴書店（個人蔵）
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山手樹一郎
『ほりもの櫻』

山手作品の署名入り短編集。表題作は勿論

「遠山の金さん」シリーズの１編。

昭和26年3月 東方社（個人蔵） 8



■
２推

理
小
説
作
家

横
溝
正
史
の
捕
物
帳

■
２推

理
小
説
作
家

横
溝
正
史
の
捕
物
帳

探偵小説家として名高い横溝正史もまた、捕物作家クラブの一員であった。

クラブの設立に尽力した乱歩と親しくしていたことや、会員である乾信一郎

との親交が参加を促したとみられる。

『新青年』の編集長であった乾は、昭和10年代、長野県上諏訪で肺結核

のため療養生活を送っていた横溝に、「本格的探偵小説の意気」で捕物

小説を執筆してみてはどうか、と進言した。それを受けて横溝は、愛読して

いた岡本綺堂の『半七捕物帳』と、映画「佐平次捕物帳」の登場人物から

名前を借りて、人形佐七シリーズを書き始めた。人形のようにキレイな、色男

の岡っ引きは、昭和13（1938）年新年号の『講談雑誌』「羽子板娘」に

はじめて登場した。これはアガサ・クリスティーの「ABC殺人事件」のトリック

を借用したものだと後に語っている。

横溝正史の『人形佐七捕物帳』は、主人公佐七の名推理や、物的証拠の

積み重ねによって話が進む。後年、金田一耕助という名探偵を生み出した

横溝ならではの、探偵小説的要素の強い捕物作品である。

参照：横溝正史『横溝正史自伝的随筆集』角川書店 平成14（２００２）年
9



アガサ・クリスティ
『ＡＢＣ殺人事件』

人形佐七シリーズ第１作目「羽子板娘」の

典拠となった作品。

昭和10年 日本公論社

（乱歩旧蔵本 立教大学図書館蔵）
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岡本綺堂『半七捕物帳』

捕物帳という小説ジャンルを拓いた金字塔。
推理よりもそこに描かれた江戸情緒を堪能
したい作品。

昭和30年 早川書房（立教大学図書館蔵）
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『春宵とんとんとん』

人形佐七全捕物帳シリーズ1冊目。乱歩が

最晩年に受け取ったもの。横溝正史の

サイン入り。

昭和40年 講談社

（乱歩旧蔵本 立教大学図書館蔵）
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『講談雑誌』
第３２巻第７号

）

人形佐七の「吉様まゐる」は「八百屋お

七」の登場人物名を借りた作品。「吉様ま

ゐるゆかりの音信」とあることから、黙阿

弥にも関心があったことがわかる。

昭和21年8月 博文館（個人蔵）
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捕物作家クラブ初代会長の野村胡堂は、銭形平次の生みの親である。

寛永通宝を投げて悪人共を成敗する勧善懲悪の銭形平次捕物控は、最後

の「鉄砲の音」（『オール読物』 昭和32〈1957〉年8月号）まで総計383篇を数える

人気作であった。

初代会長に推挙した乱歩と、それを快諾した胡堂との出会いは、大正14

（1925）年に遡る。男女のロマンスと謎解きが混在する「算盤が恋を語る

話」「日記帳」が同年4月、雑誌『写真報知』に掲載された。これはデビュー

誌『新青年』以外で初めて乱歩作品が取り上げられた思い出深い雑誌

である。その『写真報知』で当時、編集監督をしていたのが、ほかでもない

胡堂であった。

応接室で顔を合わせた2人は、黒岩涙香作品の収集という共通の趣味で、

意気投合した。現在も江戸川乱歩記念大衆文化研究センターに残されて

いる乱歩旧蔵の涙香本は、乱歩の収集が過半を占めるが、胡堂からの

贈り物も含まれている。涙香本の交換を通じて培われた彼らの交友は、捕物

作家クラブ設立の布石となっていった。

参照：丹羽みさと「江戸川乱歩・野村胡堂往復書簡―黒岩涙香本をめぐって―」

『大衆文化』平成26（２０１４）年３月 14



寛永通宝 『文芸春秋』
オール読物号

銭形平次が初めて登場した「金色の処女」。

投げ銭を得意とすることが記されているが、

ここで投げるのは山吹色の小判。

昭和6年4月 複製（個人蔵）

銭形平次のアイコンでもある寛永通宝。
意外にも、『銭形平次捕物控』の中では、
投げないまま話が終わることが多い。

（個人蔵）
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黒岩涙香訳『噫無情』

涙香の代表作。原作はユーゴーの『レ･

ミゼラブル』。徒刑囚戎・瓦戎（ヂヤン・

バルヂヤン）の生涯を描いた作品。

明治39年 扶桑堂（立教大学図書館蔵） 16



乱歩宛 野村胡堂書簡

乱歩から涙香本を数冊譲り受けた胡堂は、
お返しとして乱歩が所有していない涙香本
を神保町中探し回ったことが記されている。

昭和17年4月24日（センター寄託資料）

黒岩涙香『捨小舟』

胡堂が神保町の古書店から探し出し、
乱歩へ贈った黒岩涙香本のひとつ。

明治28年 扶桑堂（立教大学図書館蔵）
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『日本探偵作家
クラブ会報』

若き日の乱歩と胡堂の出会いの思い出が
記されている。初めて報知新聞社で対面
した時から、黒岩涙香の本が話題に
なったことがわかる。

昭和29年10月（立教大学図書館蔵）
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戦後の捕物帳ブームの最中に結成された捕物作家クラブは、会員の職業

や活動内容がバラエティーに富んでおり、〝ちょっと珍しい〟クラブだった。

発会記念事業として、捕物帳の生みの親である岡本綺堂の功績を讃え、

「半七記念碑」を浅草寺に建立した。また毎年秋に「捕物まつり」と称した

文化講演会や、捕物劇を上演するなど、さまざまなイベントを実施していた。

それらの経費は、有志会員の捕物小説を「捕物特集雑誌」にして出版し、

その斡旋手数料から補填した。なかでも「黒門町の伝七捕物帳」（『京都新

聞』昭和２６〈1951〉年3月11日～同35〈１９６０〉年10月16日）は、会員がリレー形式で

執筆を担当し、人気を博した同会最大規模の企画であった。

探偵作家クラブ会長であった乱歩は、捕物作家クラブのイベントにも積極的

に参加していた。昭和27（１９５２）年12月11日に浅草公園六区花月劇場

で開催された「第４回捕物まつり」では捕物劇に出演し、堀田備中守役の

胡堂、黒門町の伝七役の土師と共に、遠山左衛門尉役となり見事な

〝競演〟をしている。

参照：影山亮「侍と探偵の蜜月―大衆文学ジャンルの再編成における捕物帳―」

『大衆文化』令和２（２０２０）年３月
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『宝石』

戦後探偵小説界の総本山たる専門雑誌。

「捕物帳特輯号」と題していち早く捕物帳

に注目している。

昭和21年6月 岩谷書店（個人蔵）
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『小説の泉』

捕物作家クラブが携わった最初の特集雑誌。
随筆２作を含め全３８作のボリュームだが、
全作が再録。書き手不足が顕著に現出して
いる。

昭和24年9月 矢貴書店（個人蔵）
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『読切小説集』

捕物作家クラブが作品を提供した特集号。
批判が多かった「安吾捕物帳」に対する
花田清輝の擁護論が掲載されている。

昭和27年11月 荒木書房（個人蔵）
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『名作捕物小説』

捕物作家クラブが毎年刊行していた小説
年鑑。「捕物作家クラブの歴史」など活動
に関する記録も併載。

昭和28年2月 岩谷書店（個人蔵）
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『捕物絵図』

捕物作家クラブが編集に携わった作品集。
胡堂をはじめクラブ9人の作家による捕物帳
の競演。

昭和28年8月 東京文芸社（個人蔵）
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『黒門町傳七捕物百話』

昭和２６年３月１１日から３５年１０月
１６日まで『京都新聞』に連載された作品。
書き手は捕物作家クラブのメンバーが、
リレー形式で務めていた。

昭和29年10月 桃源社（個人蔵）
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『特集 文芸』

「名人捕物帳全集」と題した特集号。
クラブ会員だけでなく坂口安吾「安吾捕物
帳」等、幅広く収録されている。

昭和31年10月 河出書房（個人蔵）
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「花嫁小判」ポスター

『黒門町傳七捕物百話』を八尋不二が
脚色し、福田晴一が監督した作品。出演は
高田浩吉、草笛美津子、伴淳三郎他。

昭和31年製作 松竹86分（個人蔵）
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半七塚

捕物作家クラブ発会記念事業として、

浅草寺境内に半七塚が建立された。綺堂

の怪談・奇談集『青蛙堂奇談』に因んだ

三つ足の青蛙神像も奥に見える。

昭和24年建立
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ジャンパー

探偵作家クラブから、乱歩の還暦を祝して

贈られた赤いジャンパー。胸の記章には

平井家の家紋を挟み、ピストルと短剣が

デザインされている。

昭和29年
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法被・十手

昭和３０（１９５５）年３月２３日、遠山
金四郎百年祭が捕物作家クラブ主催で催さ
れた。揃いの法被や鉢巻を身につけた会員
は、南町奉行所跡周辺を神輿を担いで練り
歩いた。十手には捕物作家クラブ会員章の
文字が刻まれている。
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銭形平次の碑

神田明神にある平次の碑の周りには、寛永
通宝の文字がかたどられている。碑の発起
人の中には、山手樹一郎や城昌幸など捕物
作家クラブ会員の名前も見られる。

昭和45年建立
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